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一変数保型形式の保型L関数は，通常Fourier係数から作られるDirichlet

級数の形で定義するが，多変数の場合はその定義を単純に拡張したものが
L関数になるわけではない．むしろHecke固有形式のEuler積の形こそが
真のL関数と見るべきであり，Siegel保型形式の場合も，各素数 pについ
ての同時固有関数に対して，その固有値を用いた Euler積の形で L関数
を定めることができる．
この講演の目的は，二つの代表的なL関数，standard-L関数及び spinor-

L関数の定義を説明することである．そのためにはHecke作用素を定める
必要があるが，直感的には一変数のときと同様にして，ある元の両側剰余
類による作用として定義される．またこれは GSp(n,Qp)上の両側K-不
変な局所定数関数の作用と同一視することができる．さらに Hecke作用
素のなす環が，C上のローラン多項式環のWeyl群不変部分環と同型にな
るという，いわゆる Satake同型についても説明する．
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